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骨縫合補遺

横 LU .IT: jよ （京都外科集談曾12月ff!J舎所演）

10月 ノ本曾席上＝於テ新シキ l'rinzip=fl炭Jレ骨縫合ガ幸JI竹 サレタガ其レ＝¥;tキ追加シタ イ ト考へPレ。

右大腿骨骨折ユテ先日；述ベ夕方針＝依 F骨縫合7行ツタガ其後ノ経過中?,4日目ノ X線潟異デノ、何等／餐

化モナク Ctllus モ出来テ）順調デアツ タカ..：：.＿度孟lj子ヲ全部取去 リ繍帯交換ヲ行ヒ44日目／ X線潟民ヲ見ル

ト縫合ヲ行ツタ部方・yシ Dislokation 7示 シテヰJレ／＝気附イ タ。是ハ術後ノ回定／不完全ナ傍＝起ツタ

モノデアル。

1tli＝－大腿骨折＝テ同様ノ骨縫合ヲ行ヒ ヒギプス可繍帯ノ：交換中矢張日縫合部＝ Di≫loJ.、ati on ヲ起シ夕方－

Extension ヲ行ヒ好結果ヲ得タ例ガア1レ。

以上ノ知キ臨床上／経験ヨリ考へルト骨折ノ治療方針トシテ ハし骨折端ノgenaueAdaptationヲ骨縫合＝

ヨリテ行ヒ，忠放 'JLギプス寸繍帯二テ安静ナラ シムノし寸ト 4フ仕方ノ、不通常デア ツテ骨折端ハ I王onrnlida-

ti onガ完成スル迄ノ経過巾＝於テ，ギプス1織帯ノ中デー程度マデbewegenジ knicl;、εn シ縫合エヨル・genaue

Adaptationヲ被壊スJレモノデアJレ。英放＝骨縫合ト Extensionヲ合併スル方針ヲト Pレト最モ理怨的カト考

p、yレ。

従来 ／L骨折療法，7一 々調ベル ト失ノ様ヂアJレ。

l) 金窟副子骨縫合

ヨレノ、其自身ヂ AdaptationトIrnmr,1Jilisation トガ同時＝行ノ、レテヰタレ筈ヂアルガ貧際ハ即時＝運動ヲ行

ハシメズ矢張しギプス1固定ヲ合併ス Jレ場合多ク，業位ナラパ此ノ縫 合法ハ意味ヲナサヌ。

2) l ギプス「固定法

是ヂノ、Immobilisationグケデアツ テ Fragmentenden ノ genaueAdaptationガ行ハ レヌ3 唯今報告シ タ2

ff!J.：.於Yレガ虫日夕， ヨシ縫合＝依ツテ一時的 ／ genaue九daptationヲ行ヒ得タ後ヂサへモLギプス可繍幣7行

ツテヰル間ュ Fragmentenrlenガ Dslol叫 tion ヲ来スモノデアル。況 ンヤ」キープス可固定法夕、ケヲ行ツテハ不

完全ナルコト勿論デアノレ。

3) 伸展法（特＝ t¥agel-oder Drnht-Extension) 

之ノ、主 トシテ Immobilisationヂアソテ Ymgmentel¥den / genaue Adaptationノ、骨折端ノアノレ部 ヲ間接

＝（卸チ厚キ軟部組織ト共 ＝）種＃ナル方向ι牽引シテ目的ヲ達スルノデアルガ必ズシモ完全＝ハ出来ヌ，

A：シモ Fmgementenden 間＝軟部組織ノ介在セル日寺ノ、仲良法ノ ミヲ以テ Fragementenden = gennue Ada-

ptation ヲ行7 コトハ不可能ト考ヘネハナ ラヌ。

4) 3-Knopfnahte+ Gipsverband. 

之デノ、 Konsolidation ／完成スル迄ノ問＝骨縫合会部方 knicken シ多少ノ Dish,katioロ ヲ占拠ス。

其故＝結局

5) 3-Knopfnahtc+Extension （判＝.'¥1agel-oder Drahl Exl叩 sion）ガ genaueAdaptationトImmobilisation

, ／目的＝肉ヅテハ最モ頁イ方法ト考へラ レJレ。


